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沖縄県沖縄市
●●● ●●●●●●●

室川小学校支援地域本部 室川小学校

　室川自治会をはじめとする本校地域の方々は、本校を「わったー学校」という意識で関わり、老人会、青年会、婦人
会など多くの方々が積極的に学校教育へ協力し、子供たちを見守り育てている。平成 21年度からは、学校支援地域本
部事業として正式に地域コーディネータを配置した。学習支援や環境美化活動、登下校の安全支援、地域人材・教材の
積極的な活用、各種講座を行っている。また、地域の方が学校での子供たちの様子を知り理解するために校長講話等に
も積極的に参加している。

● 活動の特徴・工夫 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

【特徴的な活動内容】
・地域の方々は常に「学校に協力するのは当たり前」という意識をもって、学校の教育活動に協力して下さる。こうした方々を積極
的に活用するために、地域の事情に精通した地域コーディネーターを配置し、適材適所での活動を依頼している。また、コミュニティ・
スクールを推進し、地域の方々に学校運営委員会の中で意見を頂きながら、学校運営を進めている。具体的な活動としては子ども会
と連携・協働した「根性ウォーク」毎年 2月開催（室川小児童、教師、地域の方、保護者参加が 200 名以上参加し 28年間実施し
ている）
・室川青少年健全育成会と連携・協働し、ラジオ体操実施（30年の歴史があり、毎朝 150 人が参加している。）等行っている。

【実施に当たっての工夫】
・日常的なボランティアの方との情報交換会。
・自治会行事へ子供たちを積極的に参加させ、地域の人や老人会の方々と親
しくする中で、自然に感謝の気持ちが育つようにしている。
・元々ある「わったー学校」という地域の思いを生かすように学校をオープ
ンにする。
・地域コーディネーターが自治会の総会でのボランティア活動紹介、募集呼
びかけ。
　	こうした活動により学校と地域の方々が密接に協力し合えるだけでなく、
子供たちも地域に対する誇りを持つことが出来るようになっている。

● 事業を実施しての効果・成果 ●●●●●●●●●●●●●●●●

・本事業に関わることで保護者や地域ボランティアは学校の役に立つことが
できたと実感すると同時に、子供たちへの声かけがしやすくなった。子供
たちからの挨拶が増える等コミューニケーション能力が向上した。登下校
の安全指導、校外学習の引率補助のおかげで児童が安全に学習を出来るよ
うになった。大人の温かい眼差しが子供たちに伝わり、子供たちは地域の
宝という接し方が、子供たちの情緒面を支え学ぶ意欲に繋がった。また、
学校運営委員会の中で、学校の現状を理解していただく事で、地域の方々
が学校と保護者を結びつける役割を果たしている。

● その他 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

・学校運営を含めて、地域の方々とさらに連携・協働を深めながら、地域に
根ざした学校として、特色ある学校を目指す。

こんな
活動です

地域の子は地域で育てる「室川っ子応援団」ひやみか
ち隊
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室川自治会をはじめとする本校地域の方々は、本校を「わったー学校」という意識で関わり、老人会、青年会、婦人会など多
くの方々が積極的に学校教育へ協力し、子供たちを見守り育てている。平成21年度からは、学校支援地域本部事業として
正式に地域コーディネータを配置した。学習支援や環境美化活動、登下校の安全支援、地域人材・教材の積極的な活用、
各種講座を行っている。また、地域の方が学校での子供たちの様子を知り理解するために校長講話等にも積極的に参加し
ている。
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・地域の方々は常に「学校に協力するのは当たり前」という意識をもって、学校の教育活動に協力して下さる。こうした方々を
積極的に活用するために、地域の事情に精通した地域コーディネーターを配置し、適材適所での活動を依頼している。ま
た、コミュニティースクールを推進し、地域の方々に学校運営委員会の中で意見を頂きながら、学校運営を進めている。具体
的な活動としては子ども会と連携した「根性ウォーク」毎年２月開催（室川小児童、教師、地域の方、保護者参加が２００名以
上参加し２７年間実施している）　・室川青少年健全育成会と連携し、ラジオ体操実施(３０年の歴史があり、毎朝１５０人が参
加している。）等行っている。
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【実施に当たっての工夫】
・日常的なボランティアの方との情報交換会。　・自治会行事へ子供たちを積極的に参加させ、地域の人や老人会の方々と
親しくする中で、自然に感謝の気持ちが育つようにしている。　　・元々ある「わったー学校」という地域の思いを生かすように
学校をオープンにする。　・地域コーディネーターが自治会の総会でのボランティア活動紹介、募集呼びかけ。
こうした活動により学校と地域の方々が密接に協力し合えるだけでなく、子供たちも地域に対する誇りを持つことが出来るよ
うになっている。

・本事業に関わることで保護者や地域ボランティアは学校の役に立つことができたと実感すると同時に、子供たちへの声か
けがしやすくなった。子供たちからの挨拶が増える等コミューニケーション能力が向上した。登下校の安全指導、校外学習の
引率補助のおかげで児童が安全に学習を出来るようになった。大人の温かい眼差しが子供たちに伝わり、子供たちは地域
の宝という接し方が、子供たちの情緒面を支え学ぶ意欲に繋がった。また、学校運営委員会の中で、学校の現状を理解して
いただく事で、地域の方々が学校と保護者を結びつける役割を果たしている。
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・学校運営を含めて、地域の方々とさらに連携を深めながら、地域に根ざした学校として、特色ある学校を目指す。
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平成 26 年 4 月 1 日 10 人 294 人 14 学級




